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政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
。 

一
、
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
等
の
技
術
の
範
囲
及
び
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
編
集
胚
等
の
取
扱
い
に
係
る
具
体
的
運
用
に
つ
い
て
は
、
急
速
な

技
術
の
進
展
の
動
向
を
的
確
に
把
握
し
、
専
門
的
知
見
を
十
分
に
踏
ま
え
、
政
令
、
指
針
等
に
お
い
て
適
切
に
定
め
る
こ
と
。 

二
、
違
法
な
胎
内
移
植
が
内
密
に
遂
行
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
、
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
編
集
胚
等
の
取
扱
い
に
係
る
届
出
が
確

実
に
行
わ
れ
る
よ
う
周
知
を
徹
底
す
る
こ
と
。
ま
た
、
報
告
徴
収
等
に
よ
り
得
ら
れ
た
情
報
を
最
大
限
活
用
し
つ
つ
、
研
究

機
関
に
お
け
る
法
令
及
び
指
針
の
遵
守
状
況
並
び
に
研
究
の
実
施
状
況
を
適
切
に
把
握
し
、
取
扱
い
の
適
切
な
是
正
及
び
必

要
な
指
導
監
督
を
行
う
こ
と
。
さ
ら
に
、
無
届
又
は
違
法
な
取
扱
い
に
関
す
る
情
報
を
適
切
に
把
握
す
る
た
め
、
相
談
及
び

通
報
を
受
け
付
け
る
体
制
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
関
係
省
庁
間
の
情
報
共
有
を
図
り
、
必
要
に
応
じ
て
捜
査
機
関
そ
の
他

の
関
係
機
関
と
連
携
す
る
こ
と
。 

三
、
動
物
の
胎
内
に
移
植
す
る
場
合
で
、
そ
の
胎
内
に
お
い
て
胎
盤
の
形
成
を
開
始
す
る
可
能
性
が
な
い
も
の
と
し
て
政
令
で



 

 

定
め
る
要
件
に
つ
い
て
は
、
研
究
機
関
に
お
け
る
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
編
集
胚
等
の
取
扱
い
の
実
態
と
乖
離
し
た
も
の
と
な
ら
な
い

よ
う
、
専
門
的
知
見
を
踏
ま
え
十
分
に
検
討
し
た
上
で
、
胎
盤
の
形
成
を
開
始
す
る
可
能
性
が
な
い
こ
と
が
科
学
的
に
担
保

さ
れ
、
か
つ
、
個
体
産
生
に
至
る
こ
と
が
な
い
適
切
な
要
件
を
定
め
る
こ
と
。 

四
、
指
針
の
策
定
及
び
変
更
に
当
た
っ
て
は
、
総
合
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
会
議
の
意
見
の
ほ
か
、
国
民
の
意
見
を
十

分
聴
取
す
る
こ
と
。
ま
た
、
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
編
集
胚
等
の
基
礎
的
研
究
の
実
施
に
関
し
て
、
現
行
の
指
針
等
に
お
い
て
は
、
あ

ら
か
じ
め
研
究
機
関
等
の
倫
理
審
査
委
員
会
で
の
審
査
や
、
国
の
審
議
会
の
意
見
を
踏
ま
え
た
関
係
大
臣
等
の
確
認
を
受
け

る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
新
た
に
策
定
さ
れ
る
指
針
等
に
お
い
て
も
、
適
切
な
審
査
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
必

要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
。 

五
、
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
編
集
胚
等
の
臨
床
利
用
に
関
し
て
は
、
安
全
性
の
評
価
に
関
す
る
考
え
方
の
構
築
、
社
会
的
倫
理
的
課
題
に

対
応
す
る
体
制
の
整
備
等
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
諸
外
国
の
動
向
や
技
術
水
準
の
進
展
等
を
十
分
に
把
握
し
、
そ

れ
ら
も
考
慮
し
つ
つ
、
社
会
的
受
容
性
を
確
認
し
な
が
ら
継
続
的
に
検
討
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
、
必
要
に
応
じ
て

制
度
上
の
対
応
を
適
時
適
切
に
講
ず
る
こ
と
。 

六
、
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
編
集
胚
等
の
臨
床
利
用
に
関
す
る
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
生
殖
補
助
医
療
や
遺
伝
性
・
先
天
性
疾
患
に
対
す



 

 

る
医
療
を
受
け
る
者
の
意
見
を
十
分
に
聴
く
と
と
も
に
、
特
定
の
疾
病
、
障
害
又
は
身
体
的
特
徴
を
有
す
る
者
及
び
そ
の
家

族
、
医
療
従
事
者
、
生
命
倫
理
に
関
す
る
専
門
家
そ
の
他
の
幅
広
い
当
事
者
及
び
関
係
者
の
意
見
を
十
分
に
聴
く
こ
と
。
ま

た
、
本
法
に
よ
り
届
け
出
ら
れ
る
基
礎
的
研
究
の
内
容
も
最
大
限
活
用
す
る
こ
と
。 

七
、
前
項
の
検
討
に
お
い
て
は
、
諸
外
国
に
お
け
る
臨
床
利
用
の
中
に
ヒ
ト
に
関
す
る
ク
ロ
ー
ン
技
術
等
の
規
制
に
関
す
る
法

律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
四
十
六
号
）
に
よ
り
禁
じ
ら
れ
る
行
為
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
同
法
の
在
り
方
や
適
切
な
所

管
の
設
定
も
含
め
、
必
要
な
事
項
を
一
体
的
に
検
討
す
る
こ
と
。 

八
、
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
編
集
胚
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
制
度
の
運
用
及
び
今
後
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
人
の
尊
厳
及
び
生
命
倫
理

を
尊
重
す
る
と
と
も
に
、
将
来
世
代
へ
の
影
響
に
十
分
留
意
し
、
ま
た
、
多
様
性
及
び
包
摂
性
に
十
分
配
慮
し
、
国
民
の
理

解
の
促
進
及
び
社
会
的
信
頼
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
。 

 

右
決
議
す
る
。 


